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ABSTRACT

An infotainment system incorporating state-of-the-
art features suitable for flagship models was developed 
for the 2018 Gold Wing. The system incorporates 
Apple CarPlay, which has been adopted for motorcycle 
use for the very first time, enabling hand operation 
while riding. As for the Human Machine Interface, 
operation load and stroke were designed especially for 
motorcycles, bearing in mind the exposed environment 
and operation with gloves. The result of all this is 
the latest infotainment system created specifically for 
motorcycles.
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Development of Electrical Systems for 2018 Gold Wing –Infotainment and HMI–
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要　　旨

2018	(old	8inH では，フラッάシッϓモσルに;さΘ

しい，最৽の機能をऔりࠐΜだインフΥテイϝントシε

テムをߏஙした．モータαイクルとしてはੈքॳとなる

Apple	$ar1laZ を࠾༻し，૸行中のखૢݩ作を可能とした．

また，HVman	.achine	*nterGace ໘においては，二輪ंಛ༗

の๫࿐ڥ؀ରԠ΍，άローブを૷ணしてのૢ作౳を考ྀし

て，ૢ 作ՙ重΍εトロークを専༻ઃܭした．これらΑり，

最৽のインフΥテイϝントシεテムを，二輪ंಛ༗事߲に

഑ྀし，ఏڙすることが可能となった．

１．まえがき

2001 年Ҏདྷ，17 年ͿりのフルモσルνΣンジをおこ

なった(old	8inH には，フラッάシッϓモσルに;さΘし

い多くのշద૷උが෇༩されている（１）．中でもオーσΟ

オ機能をؚΉインフΥテイϝントシεテムのॆ࣮は，େ͖

なಛ௃の一ͭとなっている（̎）．2012 年におこなΘれたマ

イφーモσルνΣンジҎ߱，εマートフΥンに代表され

るి子機ྨثの発ୡはめざましく，ి 子機ྨثのアッϓ

σートはٸ務となっていた．本稿では，二輪ंへのద༻で

はੈքॳとなるApple	$ar1laZ（Apple	$ar1laZ は，Apple

*nc. の঎ඪです）౥載΍，#lVetooth 経༝のԻ੠ೖ力ରԠ，

ं྆の多機能Խにともないߏ࠶ஙされたHVman	.achine

*nterGace（H.*）にͭいて述΂る．

２．ΠϯϑΥςΠメϯトγスςム

ैདྷܕから౥載していたオーσΟオとφビήーション

シεテムを，εマートフΥンと࿈ܞするシεテムとして刷

৽した．Apple	 $ar1laZ をؚめ，࢛ 輪ंでは一ൠతとなっ

ているϋンζフリーフΥン΍，#lVetooth オーσΟオ機能

を࠾༻したインフΥテイϝントシεテムへ機能の֦ுを

図った．

二輪ंへのద༻にあたりղ決す΂͖՝୊は，ݶられた

εペーεで౥載可能なシεテムن໛にすることと，ϋンυ

ルからखを཭さずにૢ作で͖る H.* を੒ཱさͤることで

あった．本ষでは二輪ं向͚にߏஙしたシεテム֓ཁと，

εマートフΥン࿈ܞシεテムの二輪ंへのద༻に直໘した

՝୊とରԠにͭいてղઆする．

2.1. γスςム構੒
2001 年モσルから౥載して͖たैདྷシεテムは，17 年

間でෳ਺ճのアッϓσートをおこない，機能のॆ࣮を図っ

て͖た（Table 1）．

本開発ではさまざまな機能向上にΑり，シεテムのαイ

ζがංେԽすることが想ఆされた．ͦ こでシεテムߏ੒を

見直しシンϓルにすることで，機能向上にରするαイζと

重ྔ増を཈੍した．
１	本田技研工業株式会社
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Model year Major changing points

2003 - Complete redesign of audio system in accordance with full change of model 

2006
- Vast scale minor changes including installation of navigation system (the first generation)
- Addition of power amplifier and changes in operation switches

2008 - Addition of XM radio (satellite radio service receiver) to navigation system for US market 

2009
- Change of audio unit outer configuration and separation of switches in accordance with addition of air-bag equipped 
  model option

2012

- Re-designing of audio unit and navigation system (the third generation)
- Change of installation location of audio system
- Termination of CD changer adoption
- Addition of audio connectivity with iPod and USB inputs (iPod is trademark of Apple Inc.)
- Addition of navigation route information installation capability by SD card
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ैདྷシεテムは，ϝータとオーσΟオϢχットを֩と

し，2006 年モσルに్中௥ՃされたφビήーションϢ

χットの三ͭのシεテムを，アφロάԻ੠とө૾৴߸，シ

リアル௨৴と੍ޚ৴߸ઢで઀ଓするෳࡶなものであった

（Fig. 1）．本開発では，φビήーション機能を内ଂしたϔッ

υϢχットと，ϝータに内ଂした L$D モχタの̎Ϣχッ

トのߏ੒とした（Fig. 2）．さらにσータೖग़力を$ANόε

へ集໿することにΑり，ϢχットのখܕԽとϋーωε਺の

した．ө૾৴߸の఻ୡはσジタルԽし，ϊイζݱを࣮ݮ࡟

଱ੑの向上とࡉઢԽを࣮ݱした．߹ΘͤてϔッυϢχット

は๷水Խし，Ϣχット഑ஔのࣗ༝౓を高めた．これらにΑ

り，リϠフΣンμ上部のۭ間にϔッυϢχットの഑ஔが可

能となり，ं ྆ύッέージンάの高ີ౓Խ，ίンύクトԽ

へد༩した．

またैདྷトランクに૷ணされていたロッυܕのラジオア

ンテφは，খܕԽすることでαυルόック内へೲめた．ト

ランクのない೿生との࢓様ࠩがなくなり，σβインੑの向

上にもد༩した．ରൺのため，྆ シεテムのߏ੒を Table 2

にࣔす．

2.2. スマʔトϑΥϯ࿈ܞγスςム
本ं྆は二輪ंとしてはੈքでॳめて，Apple	$ar1laZ

ରԠのシεテムを౥載した（Fig. 3）．εマートフΥンとं

྆シεテムを࿈ܞさͤることにΑり，εマートフΥン機能

．時のϢーβརศੑ向上をねらった༺࢖

Apple	$ar1laZ を࠾༻することで，アϓリέーションの

アッϓσートにଈ࠲にରԠがで͖るΑ͏になった．これに

ΑりܧଓతなϢーβのརศੑ向上を図ることが可能となっ

た．またφビアϓリにΑるφビήーションにͭいても，

ωットϫークへ઀ଓすることで最৽の地図৘報がར༻可能

となっている．

Apple	$ar1laZ を࠾༻するにあたり，ϋンυルからखを

཭さずにඞཁなૢ作がおこなえるΑ͏，̎ 統のεイッνܥ

ૢ作と #lVetooth ϔッυセット経༝のԻ੠ૢ作をऔりೖ

れた．

ํ，統目のεイッνૢ作はܥ１ 向ΩーとEnter Ωーをඋ

Table 1   Major updating points of electrical features

Fig. 1   Connection conceptual diagram of 2012 model Fig. 2   Connection conceptual diagram of 2018 model 
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えるϋンυルόーεイッνでおこなΘれ，૸行中にඞཁな

ίマンυを୲͏．

統目のεイッνૢ作は，センタύωル部に૷ணされܥ̎

たインタフΣイεμイϠルでおこなΘれ，૸行中にඞཁの

ないࡉかなૢ作΍ৄࡉなઃఆを୲っている．Fig. 4に̎ܥ

統のεイッνをࣔす．

また，Ի੠ೖ力にͭいては，#lVetooth ϔッυセット経

༝でのೖ力とした．二輪ंは૸行中のૢ作のために྆ख྆

଍を࢖༻する．Ի੠ૢ作はこれを౿まえて最もదしたૢ作

の一ͭであり，直ײతに目తのૢ作が可能となる．Apple	

$ar1laZ のૢ作においては，表ࣔされた地図上の目త地ݕ

ి，のબ୒ۂεマートフΥン内ଂの楽，ࡧ 話の発৴，ϝッ

セージの作੒おΑͼૹ৴が可能となる．Ի੠ೖ力に࢖༻す

る#lVetooth ϔッυセットのೖग़力機能は，二輪ं向͚と

してはॳめてαンϓリンάप೾਺ 16	 LH[ の Hands-Free	

1roGile（HF1）にରԠさͤた．これにΑりೖ力Ի੠の高෼ղ

能Խを࣮ݱし，Ի੠ೝࣝਫ਼౓の向上にݙߩしている．

Table 2   Comparison of infotainment system structure

Fig. 3   Apple CarPlay main screen

Fig. 4   Operational switches

３．).*

(old	8inH はモσルνΣンジごとに機能が௥Ճされ，ͦ

れとともにεイッνૢ作਺も増Ճして͖た．ͦ の過程にお

いて，ϋンυル部ではೲまり͖れないεイッνをंମύω

ル部などへ഑ஔして͖た．本開発において，多くの৽しい

機能を௥Ճするにあたり二輪ं༻εイッνの考えํを੔

理࠶編した．ݕ౼の݁Ռ，ं ମύωル部のεイッνをഇࢭ

し，センタύωルに集中഑ஔした．Fig. 5に先代と本開発

の(old	8inH のインεトルϝントύωルのࣸਅをࣔす．

3.1. スΠονの੔ཧ࠶ฤ
ૢ作ܥをઃܭする際のେલఏは，いずれの機能にରして

も࣮֬にૢ作をおこなえることである．ͦ のためには，表

ࣔが見΍すく理ղし΍すいこと，εイッνのϨイア΢トが

機能తに੔理されていること，ඞཁ最খݶの指のҠಈྔに

Αってૢ作で͖るΑ͏になっていることが重ཁである．

ैདྷの(old	8inH にお͚るオーσΟオとφビήーショ

ンは，す΂ての機能をεイッνで直઀ૢ作するߏ੒とし，

ओにϝータ下ํの྆αイυにҐஔするύωル上に഑ஔされ

ていた．このߏ੒はͦれͧれの機能がす΂て֮ࢹతに֬ೝ

で͖るため，ʮ෼かり΍すさʯとい͏؍఺で༏れていた．

先に述΂たΑ͏に，本開発の(old	8inH ではさらなる機
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Fig. 5   Arrangement of indicators and control switches 
(upper side: previous model, lower side: 
developed model)
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Fig. 6   Classification of switches depending on criticality and frequency of use

能の増Ճから，ૢ 作の内༰も多ذにΘたる．ͦ のためैདྷ

して͖たશ機能にରしεイッνをׂり౰てることが༰༺࠾

қではなくなった．ͦ こで本モσルでは，まず機能ごとに

֤εイッνの໾ׂを੔理し直した．まず，࢖༻ස౓と૸行

時のૢ作のඞવੑから֤εイッνの重ཁ౓をマトリックε

Խした（Fig. 6）．次に֤機能を఺਺ԽすることにΑって࢓

෼をおこなった．ͦ の݁Ռ，μイϨクトεイッνにΑって

੒するものと，ӷ晶εクリーン内に表ࣔされるϝχϡーߏ

にΑってߏ੒するものに二෼ྨԽした（Fig. 7）．

ここで，༏先ॱҐにͭいてઆ明する．オーσΟオのϘ

リϡーム΍ిಈεクリーンのঢ߱εイッνなど，ස౓も

重ཁ౓も高いとબఆされた機能܈は，μイϨクトにૢ作

がおこなえるΑ͏にϋンυル部に഑ஔした（Fig. 7 A）．ま

た，ώータ΍0dometer，Trip-meter を切りସえる0D0/

TR*1 εイッνなど，૸行時にお͚るૢ作を௨ৗඞずしも

ඞཁとしないとબఆされた機能܈と，一౓に࿈ଓして૸行

する۠間内ではසൟにૢ作するඞཁੑが௿いとબఆされた

機能܈にͭいては，ύωルεイッνに഑ஔした（Fig.7 B）．

さらにස౓と重ཁ౓のいずれも௿い機能܈にͭいては，ӷ

晶σΟεϓϨイ内に表ࣔされるબ୒可能なը໘の一ఆの֊

૚の中に，ϝχϡー内からબ୒で͖る߲目として഑ஔした

（Fig. 7 C）．

Fig. 7   Classification of information items displayed on LCD panel
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3.2. スΠονのେܕ化の཈੍
εイッνϢχットߏ଄部のখܕԽ，おΑͼϋーωεࡉઢ

Խのために，ඍখి流にରԠで͖るεイッνの࠾༻をݕ౼

した．

ͦの݁Ռ，઀఺部にඞཁとされるՙ重΍Ωーεトロー

クを֬อで͖るラόーίンタクトܕεイッνをબ୒した

（Fig. 8）．また，๷水ੑを高めるためにج൘શମを෴͏シー

ルをࢪした．

3.3. スΠονૢ࡞性の֬อ
二輪ंのライμの多くはάローブを૷ணしている．ͦ の

ため，εイッνૢ作時に指のײ৮からフΟーυόックがॆ

෼にಘられることがେ切である．このフΟーυόックをઃ

֬，時に作りこΉことはܭ ࣮なૢ作を࣮ݱするために重ཁ

なことである．ͦ の一ํでεイッν౥載εペーεはݶられ

ている．εイッνを഑ஔするにあたり指のૢ作ੑ΍ૢޡ作

๷ࢭなどへॆ෼な഑ྀをおこなった．

ここで，ͦ のख๏をҎ下にࣔす．

3.3.1. ӈϋϯυϧスΠον
ӈϋンυルεイッνϋ΢ジンάのӈ୺には，アクセル

ϙジションセンα（Accelerator	AnHVlar	1osition	 4ensor:	

A14）が഑ஔされる．クルーζίントロールϨόーは，ε

ロットルホールυঢ়ଶでのं଎セットおΑͼઃఆं଎の増

をするため，A14下ଆのεロットルάリッϓۙ๣に഑ஔݮ

した．

また，ライσΟンάモーυの切り׵えをおこな͏モーυ

Ϙタンを A14 ૷ண部Ґલํに഑ஔした．モーυϘタンは

人ࠩし指でૢ作し΍すいϨόーܗঢ়とした（Fig. 9）．ただ

しϨόーܗঢ়にすることで，てこの原理がಇ͖，ૢ 作ՙ重

が 2.3	 N લ後とখさくなりす͗てしま͏．ͦ こでϘールϓ

ランジϟを࠾༻し，トάルಈ作にඞཁな 3.5	N લ後へՙ重

を増େさͤた．ͦ れにΑり，άローブ૷ணঢ়ଶでクリック

．をॆ෼に఻えることがで͖た（Fig. 10）ײ

ϋϯυϧスΠονࠨ .3.3.2
૸行中，࢖༻ස౓が最も高い΢インΧεイッνを༏先

して഑ஔした．また΢インΧεイッνϊブは，Ϣχットを

Fig. 8   Rubber dome contact

Fig. 9   Locations of cruise control switches and riding 
mode selector (on right hand grip)

10 ΢ΟンΧૢ作時にϊブに指がֻかりࠨた．これは͚܏˃

΍すくするためである（Fig. 11）．

εイッνϋ΢ジンά上ํには，΢インυεクリーンア

ジϟεトϨόーとԻ੠ϘリϡームௐઅϨόーをྡ઀さͤ

た．二ͭのϨόーܗঢ়とૢ作ํ向がಉじであるため，྆

εイッν間にセύϨータをઃ͚࣮֬なૢ作ੑを֬อした

（Fig. 12）．

3.3.3. ηϯλύωϧ෦のスΠον
センタύωル部にはインタフΣイεμイϠルを૷ணした

（Fig. 13）．インタフΣイεμイϠルは，άローブ૷ண時に

もճ転のクリックフΟーリンάが఻ΘるΑ͏，１クリック

の間ִを 22.5 と˃ઃఆした．これは一ൠతに࢛輪ंに࠾༻

されているものの̎ഒとなる．さらに最దなՙ重஋を༩え

ることで，上質なૢ作フΟーリンάを࣮ݱした．本εイッ

Fig. 10   Click feeling mechanism
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Fig. 14   Comparison of Force-Stroke characteristic of 
center console rotational switches between 
developed Gold Wing and automobile

Turn signal switch

Audio volume control

Dimmer

Separator

Windscreen up/down control

Fig. 12   Turn signal, volume, and windscreen up/down 
controls

Fig. 13   Interface dial

Fig. 11   Turn signal switch

νと࢛輪ंのμイϠルεイッνのForce-4troLe ಛੑ図を
Fig. 14にࣔす．本図はεイッνのૢ作ײを表し，ॎ࣠に作

ಈトルク，ԣ࣠に作ಈ֯౓をऔっている．

４．まとめ

(old	8inH のಛ௃తな機能であるApple	$ar1laZ をؚΉ

インフΥテイϝントシεテムと，ߏ࠶ஙした H.* の֓ཁ

にͭいて述΂た．

（１）	εマートフΥン࿈ܞのApple	$ar1laZ を࠾༻し，二輪

ಛ༗のૢ作ܥ΍#lVetooth ϔッυセットରԠ౳をおこ

ない最৽インフΥテイϝントシεテムの࠾༻を࣮ݱ

した．

（̎）	৽機能の࠾༻に൐͏εイッνの増Ճにରし，࢖༻ස౓

౳を考ྀした上で֊૚Խをऔりೖれ，৽ߏ଄のϋンυ

ルεイッνとともにH.* のߏ࠶ஙをした．

これらの技術の࠾༻にΑり，最৽のインフΥテイϝント

シεテムと多機能Խしたं྆シεテムを，二輪ंಛ༗事߲

に഑ྀしたH.* としてఏڙすることが可能となった．



ʵ 13 ʵ

2�1� (PME 8JOH 用ి૷ٕज़の։ൃ ʵΠϯϑΥςΠメϯトと ).* ʵ

■著　者■

٠ ஑　 ༟ খ山内୓也

参考文献

（１）	会田थึ子，中西๛：2018	(old	8inH の開発，Honda	

R&D	Technical	Review
	Vol.30	No.2
	p.1-14

（̎）	井上େ2018：ࢤ	 (old	 8inH にお͚るϝータクラε

タとૢ作εイッνྨのσβイン開発，Honda	 R&D	

Technical	Review
	Vol.31
	No.2
	p.12-24




